
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新新年年ののごごああいいささつつ    
～Ｏｎｅ ｂｙ Ｏｎｅ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２１３号 令和７年１月１日発行  

盛岡農業改良普及センター 

盛岡市内丸１１－１ 盛岡地区合同庁舎 

TEL 019-629-6725  FAX 019-629-6739 

インターネットでオールカラーの記事が読めます！ 

いわてアグリベンチャーネット 普及センターもりおか 検索 

普及センター 

 

 

                       盛岡農業改良普及センター所長 加藤 満康 

初日が新雪の積もった農場を照らしています。年が明け皆様には、お天気に恵まれ健康に暮らせる

こと、そして一人一人の願いが叶う良い年になることをお祈りしています。 

旧年中は、当センターの普及活動、様々な研修会や実証、調査などに御協力を賜るとともに、学生

や社会人、就農希望者などの研修を温かく受け入れていただき、心から感謝申し上げます。 

昨年を振り返ると、春過ぎの水不足、そして猛暑、豪雨による被害、さらにぶどうは裂果に見舞わ

れました。また、小麦の赤かび病対策の徹底、園芸の新たな病害虫への対応、子牛価格の低落、米騒

動に米相場の上昇といろいろなことが起こりましたが、出来秋には米が豊作となり、一安堵して年を

越せた方も多いと思います。 

一方、ブルーベリーや農業高校生の全国大会と農業指導士の東北・北海道大会が地元で開催された

こと、例年以上に指導士と食の匠の仲間が増えたこと、農外から就農する仲間も増えたこと、多くの

個人や生産部会が表彰されたことなど、元気を分けていただく機会にも恵まれました。良かったこと

良くなかったこと合わせ、改めて１年間の皆様の心境と努力を思いまして、敬意と感謝の念を新たに

しています。 

新しい年も、社会は高齢化と人口減少、また物価高、さらに気候変動、人や家畜の疫病など、新た

な時代への転換が進んでいきます。このように時代が変わっている時、厳しい時こそ、これまで先人

が困難を乗り越えて今があるように、先人に習って、皆様と関係者一人一人が、それぞれの立場で出

来ることを一つずつ着実にやることが益々大事になっていると思います。 

その際には、この盛岡地方に暮らす皆様だから出来ること、この地に生きる皆様でなければ出来な

いことがありますので、その個性を大切にして生かしながら、新しい年の目標に向かい、力を合わせ

て歩んで行きましょう。 

今年の干支「巳」は、新しいものが生まれて成長していく年と言われています。これにあやかって、

皆様の日々の営みも新しく「脱皮」しながら、盛岡地方の新しい農業の姿が形づくられていくことを

お祈りしています。 

本年も、皆様と何事も、Ｏｎｅ ｂｙ oｎｅ（一つずつ）の気持ちを持って着実に進めていきま

すので、職員一同よろしくお願いします。 

              

 
  

新年のごあいさつ   ～Ｏｎｅ ｂｙ oｎｅ～ 



 

 
 

 

 

 

 

 

  

【令和６年度 農業女子ジャンプアップ講座 本年度最終回】のご案内 

スマート農業のご検討や経営発展のステップアップに！ぜひご参加ください！！ 
 

◆主催：盛岡農業改良普及センター・盛岡地方農業農村振興協議会 
◆日時：令和７年２月７日(金) 13:00 
◆場所：飯岡農業構造改善センター（盛岡市下飯岡8-100） 
◆内容：テーマ「（仮）スマート農業の導入と経営発展」   

講師 盛岡農業改良普及センター 経営指導課長 前山薫 
   

◆対象：盛岡農業改良普及センター管内の若手女性農業者及びその家族（夫婦参加可）、新規就農者 

 
【お申込み・お問い合わせ】 

地域指導課（担当：佐藤（嘉）） ☎629-6726（直通） 

【令和６年度 経営成長を考える研修会】のご案内 

所得向上や農業経営の重要項目の確認に！ぜひご参加ください！！ 
 

◆主催：盛岡農業改良普及センター・盛岡地方農業農村振興協議会 
◆日時：令和７年１月23日(木) 10:00～15:30 
◆場所：岩手県立大学総合政策学部棟１階アクティブラーニング室（滝沢市巣子152-52） 
◆内容：１ 講演「（仮）所得向上に向けた経営改善と成長について」（10:35～11:15） 
      講師 岩手県立大学総合政策学部 教授 新田義修氏 

２ 情報交換「（仮）所得向上に向けて取り組んでいること」 
（11:20～14:00※昼休憩挟む） 

３ 実例紹介「（仮）経営成長に向けた選択とその理由」（14:10～15:10） 
      発表者 ㈱いわて若江農園 代表取締役 若江俊英氏 
    ４ いわて農業経営相談センター事業の紹介（15:10～15:20） 
◆参加費・申込期限：無料。令和７年１月21日（木）までに盛岡農業改良普及センターへ申し込む。 
 

【お申込み・お問い合わせ】 
経営指導課（担当：柿崎） ☎629-6733（直通） 

 

 

編集後記：少しでもスペースがあれば登場します！編集担当です。農家の皆様からのご指導やご要望に満足いた

だけるよう活動して参りましたが、その成果が実りました。当センターから２名の職員（注：私含む）が普及指

導員試験に合格。これも全て、皆様のご指導のおかげです。今後とも新米普及員をよろしくお願いいたします。 

令和６年度は盛岡管内から２年ぶりに「岩手県食の匠」が新規
認定されましたのでご紹介します！ 
 
氏名：簗場 五月 
 
地域：雫石町 
 
認定料理：かまやき 
 
料理の紹介 
形が草刈鎌に似ていることから「かまもち」とも呼ばれている

が、雫石地方では固くなったものを焼いて食べたことから、「か
まやき」と呼ばれる。 
雫石地方は米の産地であったが、貴重な食糧であったため、く

ず米を粉にしてかまやきを作り、主食としても食べていた。昔は
味噌のみで食べられ、時には刻んだくるみが入れられた。黒砂糖
は大変貴重で、特別な時だけ使われ、大事に食べられていた。 
現在は昔懐かしいおやつとして食べられている。 

岩手県食の匠のご紹介：簗場 五月 氏（雫石町） 


